





































大な問題になった年であった。日本では、4 月 7 日には大阪を含む 7 都府県に、4
月 16 日には全国に緊急事態宣言が発令された。緊急事態宣言下にあっては、飲食
店や商業施設の時短営業や休業要請がなされ、人と人の接触を 8 割程度削減すると













切る中、関西外国語大学でも、春学期の授業開始が 5 月 25 日に延期された。また、
4 月には、授業が全面的にオンラインで行われることも通知された。 
  































という指摘もあった。この点について、国立情報学研究所は 5 月 7 日付で「データ・
ダイエットへの協力のお願い」として、通信量を抑える授業設計を呼びかけている。 
 





























































 表 1 は、オンライン授業の受講場所についての設問である。一人暮らしあるいは
家族と同居でも自室で受講できる履修者が 41 名中 37 名であったが、4 名は共有ス
ペースでの受講という回答であり、落ち着いて受講できる環境であるかどうかに関
してやや不安が残った。 







 表 2～4 は、オンライン授業を受講する上で主に使用するデバイスとインターネ
ット環境についての設問への回答を示したものである。使用デバイスについては、















*「その他」：「現在は Windows だが Macbook に移行予定」 
 
表 3 インターネットの種類 
種類 回答数 
光回線 16 
ケーブル TV 回線 4 
スマホの回線 2 
ソフトバンク Air 1 




表 4 インターネット回線の通信量上限（月あたり） 
上限 回答数 
5GB 以下 0 
5-10GB 2 
10-20GB 1 





























spread sheet へのアクセスと書き込みの練習を行った。 
 顔合わせ会後に行った第 2 回アンケート（無記名、回答 34 件）で、接続の状況
や感想等を確認した。他の授業との重なりや就職活動で欠席した学生を除き、顔合
わせ会に参加した学生の回答では、技術的な問題が「（少し／かなり）あった」と





 その他（パソコンが固まってしまい、ZOOM から退出してしまった） 
 
 このような問題が多少あったものの、「その問題が解決したか」という設問には、
9 名中 7 名が「すでに解決した」または「これから解決すると思う」と回答し、「解





































1 回の ZOOM セッションが 60 分程度に収まること、ZOOM を通じたグループ・デ
ィスカッションの前に、できるだけ同じメンバーでの掲示板上のやり取りを設定す
ることを目指し、各回の授業を計画した。バランスとしては、全 22 回の授業のう
























表 5 同期型・非同期型を組み合わせた授業の例(1) 











非同期型 個人 掲示板で自分のグループのやり取りを読み返す。 
非同期型 個人 Google Spread Sheet を開き、疑問点を書き込む 
同期型 クラス ZOOM に参加し、教員の解説を聞く 
同期型 
グループ 掲示板と同じグループで疑問点について話し合






















同期型 クラス グループから出た質問について教員が答える。 
非同期型 個人 「教科書分析シート」を完成させ、提出する。 
非同期型 個人 授業日誌の提出 
 







み、やり取りをした。第 2 回には ZOOM を使って同期型の授業が行われたが、ZOOM
ミーティングの前に、個人活動として、後にグループ・ディスカッションで使用す






図 2 グループ活動で利用した Google Spread Sheet のフォーマット 
 
 第 3 回は非同期型のみで、知識を整理するための動画の視聴と、個人活動として
の「教科書分析シート」の作成を行い、掲示板を通して各自の発見をグループでシ























































































図 3 ZOOM のグループ活動についての感想 
 
 







































 学期の冒頭に行った 2 度のアンケート調査および「顔合わせ会」の実施により、
本実践の基本方針として、「同期型授業（ZOOM）と、非同期型授業（LMS）を組
み合わせること」「非同期型活動のみの授業日にも、履修者がつながりを持てる活








































て Slack を導入し、履修者全員に参加してもらった。Slack は LINE と似た機能のビ
ジネスチャットツールで、話題によってチャンネルを分けることができる点、即時
的なやり取りが可能である点、ファイルの保管が容易である点、学期終了後には閉















































特設サイト 新型コロナウイルス https://www3.nhk.or.jp/news/special/coronavirus/ 
(2020 年 1 月 13 日) 
データ・ダイエットへの協力のお願い：遠隔授業を主催される先生方へ
https://www.nii.ac.jp/event/other/decs/tips.html(2020 年 1 月 15 日) 
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